
令和元年度 第１回狭山市立博物館協議会 会議録

開催日時  令和元年７月２日（火）

午後２時００分から午後４時１５分まで

開催場所  狭山市立博物館会議室

出席者   髙橋光昭会長、高橋恵美子副会長、濵田明美委員、高塚美也子委員、

中西洋委員、鈴木眞澄委員、細井弘子委員

欠席者   白倉孝委員、吉川克巳委員、三浦巳奈委員

事務局   向野教育長、滝嶋生涯学習部長、田中社会教育課長、安井主査、

吉田主任

      志水博物館長、入佐博物館副館長、アクティオ㈱山口担当

傍聴者   ０名

※審議会前に鈴木委員に辞令を交付した。

議 題

１ 平成３０年度事業報告について

平成３０年度に実施した企画展・主催事業・協力事業と今後の予定につい

て、博物館長より説明し、質疑応答後、承認された。

質 疑

 特になし

２ 令和元年度事業計画について

令和元年度の企画展・主催事業の内容について、博物館長より説明し、質

疑応答後、承認された。

質 疑

（刀剣展）

委 員：借用する刀剣の中には、若い人たちが興味を持てるようなサブカルチ

ャーに関連する刀剣も含まれているのか。

館 長：現在、具体的に借用する刀は決まっていない。森井氏に伝えて調整し



てもらうことは可能である。

（クイズラリー）

委 員：問題や答えが文字しかないので、絵等を使って答えさせるというのも

検討していただきたい。

副館長：承った。

（岩合光昭展ネコライオン）

委 員：キャプションが小さいというアンケートに対してすぐに対応したこと

は良い。

会 長：遺伝子学的な説明があったほか、祖先は同じことを感じさせる写真が

随所にあって面白かった。

（さやまとつなん展）

会 長：津南町から土器が借りてこられるのか。

副館長：現在、借用する土器の選定中で、指定文化財になっていない土器を中

心に借用する予定である。

会 長：重要文化財や国宝は借用するのが難しいだろう。市長室にレプリカが

あるのでそれを展示するのも良いと思う。狭山の勝坂式土器と津南の

火焔土器をはじめ、食や地形等も比較が出来ると面白いと思う。

委 員：ボランティアでこの展示会用の資料等作成に関わっているが、縄文時

代の建築の理論も変わってきており、屋根が茅葺きでなく土葺きとい

う説も出てきている。新しい情報についてご指導頂きたい。

副館長：承った。

委 員：食べられる縄文土器とは何か。

副館長：縄文土器の破片をクッキーで再現してみようというものである。クッ

キーの生地が土器と同じような焼き上がりになる。

委 員：焼いた時に割れたりするのも感動があると思う。

委 員：アンギン編み体験とは何か。

副館長：アンギンという縄文時代にも存在した織物について解説しながら、実

際に織る体験が出来る講座にしていく予定である。また、当時の生活

や住居についてなるべく最新の情報で展示したいと考えている。



３ その他

新指定文化財「注口付き壺型土器」について事務局より説明の後、次のとお

り質疑があった。

委 員：５年前の指定管理者の企画提案書を見て、とても魅力的であった。次

年度以降の企画案など、構想があれば聞かせてもらいたい。

館 長：指定管理者選定前のため、コメントは控えたい。

副館長：学術的なコンテンツが評価される等の来館者の嗜好も加味しつつ、今

後も面白い企画展を考えていけたらと思う。

※会議の後、夏期企画展「ざんねんな昆虫展～おもしろい！生き物の多様性～」

を見学



審議会の会議報告 

会 議 名 令和元年度第 1回狭山市立博物館協議会 
傍聴者数

0人

開催日時 令和元年7月2日  午後２時００分から午後４時１５分 
(報道 0

人) 

議  題

１平成 30年度事業報告について 公開・ 非公開 

２令和元年度事業計画について 公開・ 非公開 

３その他 公開・ 非公開 

会 議 の

内容要旨

１ 平成 30 年度事業報告について 

会議資料に基づき、平成 30 年度事業報告について事務局より説明し、質疑応答の

後、承認された。

２ 令和元年度事業予定について 

会議資料に基づき、令和元年度事業予定について事務局より説明し、質疑応答の

後、承認された。 

提  出

資 料 名

令和元年度第 1回狭山市立博物館協議会次第 

資料１   平成 30 年度事業報告 

資料１－２ 平成 30 年度年間統計 

資料２   令和元年度事業計画 

担    当 教育委員会 生涯学習部 社会教育課 文化財担当 内線５６７４ 


